
　会は２部構成で、第１部では実践

女子大学キャリアセンター部長の串

崎扶美子氏を講師に招いた講演会、

第２部ではこの年内定した女子学生

３人によるパネルディスカッション

が行われました。

　第１部の講演会では、「女子学

生のための就職活動マナー講座～

知って差がつく就職活動ホスピタリ

ティーマナー」と題して、ふさわし

いメイク、服装、礼儀作法、話し方、

メールの書式など、就職活動や面接

において知っておくべきマナーを教

えて頂きました。

　隣に座った人と名刺交換の作法を

体験したり、席を立ってお辞儀の仕

方を練習したりするなど、実際に体

を動かして学ぶ時間もありました。

　串崎先生が、学生のコートを使っ

て畳み方を見せてくださる場面もあ

りました。また、会社の人事の方か

ら伺った実話を教えて頂くなど、現

実味を帯びる話もして頂きました。

　ただマナーに関するお話を伺うだ

けでなく、このような時間もあった

ことで、参加者にとってはイメージ

がしやすく、より記憶に残りやすい

講演会だったと思います。

　第２部のパネルディスカッション

では、全日本空輸、三菱モルガンス

タンレー証券、公務員に内定した女

子学生から、就職活動をどのように

行っていたのか具体的な話を伺いま

した。

　今セミナーの申し込み段階で寄せ

られた受講者からの質問に答えなが

ら、自らが使っていた参考書や、利

用していたサイト、いつの時期にど

れくらいインターンシップへ参加し

ていたのかなどを教えて頂きまし

た。
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　女子学生と男子学生とでは同じ

就職活動といえども、意識しなくて

はならないことに関して、だいぶ異

なっていることに気づいた。

　電話やメールのマナーは男女共通

で必要であるが、男性では意識しな

いであろう女性独自の問題がある。

　まず１つは化粧である。女性の美

しさは就職活動でも武器にできる

が、だからといっていつも通りの化

粧ではダメ。

　お洒
しゃ

落
れ

と身だしなみの違いをご存

じだろうか。お洒落とは「自分のた

　私はゼミの活動で「女性の社会進

出」に関する現状や課題などを研究

しており、女子学生の皆さんが積極

的に社会に進出し、働く女性のパイ

オニアとして活躍してほしいと思っ

ている。

　少子高齢化の中、人手が不足し、

女性の社会進出が期待されている一

　どの方も、自分の目標に向けて綿

密な計画を練っており、実際にそれ

を体現させていました。

　どのような道を通るにせよ、「自

分はこれを目指す」という指標があ

ることが大事なのだ、という印象を

受けました。

　講演会は「就職活動マナー講座」

という題名でしたが、話して頂いた

内容は、就職活動だけでなく社会人

になっても生かすことができるもの

めに着飾る自己満足」であり、身だ

しなみとは「相手に対するおもてな

し」という違いがある。

　つまり、「自己満足」ではなく企業

や採用担当者に対する「おもてなし」

を表現するような化粧でなくてはな

らないのだ。

　そして髪形である。現在では多様

化しているが、平安時代から黒く長

い髪は女性の命と言われている。だ

からといってそのまま就職活動に臨

めるわけではない。

　長くて美しい髪を持つ女性が忘れ

てはならないことが、就職活動では

「お辞儀」を多用するということだ。

方で、男性の家事・育児参加時間が

先進国の中では最低で、女性に負担

が集中していることや、女性特有の

出産に関する企業側の理解など、ま

だまだ課題は山積している。

　しかし、企業側も今まで男性中心

で行ってきてしまったからこそ、働

く女性への対応が分からないという

男性の立場として

お辞儀をする度に顔が髪の毛に覆わ

れてしまうなんてことにならないよ

う、長い髪を生かす結び方などにコ

ツが必要なのである。

　その他にも様々あるが、不安な方

は一度このような講座を受けてみる

ことをお勧めする。

面もあるかもしれない。そういう意

味では、「女性の社会進出」「働き方

改革」という流れの中にいる私たち

学生がこれから社会に出て、男女問

わず働きやすい環境を作っていく担

い手になる必要がある。

　今回の講演は、そんなことを考え

るきっかけになるものだった。

ばかりでした。

　女性の私にとって、スカートの選

び方や口紅の色の選び方、眉や額の

重要性という話は、特に印象に残り

ました。

　また「安全ピンを持ち歩くとス

カートがはだけたときに役立つ」と

いうアドバイスは一生使えると思い

ます。

　新しく知ったことも多くあり、ま

たネットで調べた不確かなマナーに

関する情報について、知識を改めさ

せられました。大学を卒業して社会

に出る前に、マナーに関して知る機

会が与えられて本当に良かったと思

います。

女性の社会進出について
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